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オーストラリアは、国を挙げて多文化社会を構築しようとしてきた。そのため、初等教

育段階から多言語教育を導入し、外国語教育は必修として重要視している。ビクトリア州

は外国語教育の先進的な州であり、その現状を州政府の報告書とウェブページで調査し

た。注目されることは、州政府が外国語を学ぶ意義や利点についてイニシアチブをとって

発信していることである。このことは、外国語教育を小学校 年生から必修とした日本の

小学校外国語教育政策に大きな示唆を与えるものである。
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研究の目的と方法

研究の目的

筆者は、2005年からオーストラリアにおける初等教育段
階の外国語教育に関連した研究や現地調査、国際交流活動
を実施してきている（辻 2006、辻 2009a、辻 2009b、辻
2010、辻 2013、辻 2019 ）。その理由は、オーストラリア
の外国語教育が日本の小学校外国語教育に示唆を与え続け、
互恵性に富んだ国際交流活動が可能であるためである。

2024年から新たな取り組みとして、筆者と本学の学生が
ボランティアとしてオーストラリアのビクトリア州にある
州立 Mernda Central College の初等部の児童たちへの日
本語教育支援を始めた。また、筆者は、 年度から和歌
山市立伏虎義務教育学校の 2 年生と Mernda Central 
College の 2 年生が留学生として、ぬいぐるみを相互交換
して交流するプロジェクト支援を開始した。
本稿は、これらの支援活動や国際交流活動を支えるため

の基礎研究として、近年のオーストラリア・ビクトリア州
における外国語教育の動向を明らかにすることと、学習指
導用要領や学修指導要領解説では触れられていない視点か
ら日本の小学校外国語教育への示唆を得ることが目的であ
る。

研究の方法

オーストラリアにおいて、教育は連邦憲法上、州の責任
において行われている。本稿は、ビクトリア州に焦点を当
てて外国語教育を論じる。多文化主義政策をとっているオ
ーストラリアにおいて多くの外国語が教えられているため
本稿では、具体的な外国語教育が必要な箇所は日本語教育
を取り上げる。
教育政策を論じるため、ビクトリア州教育省が発行して

いる報告書（Victoria State Government Department of 
Education and Training  2021）とビクトリア州教育省の
ウェブサイトを研究対象として調査する。さらに、情報が
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必要な事項はビクトリア州教育省外国語教育の問い合わせ
用の電子メールアドレスで問い合わせる。

オーストラリアの外国語教育

初等学校の義務教育制度

オーストラリアの教育制度で、ビクトリア州の義務教育
は、６歳から 歳までを対象とする。 歳が所属する学
級は準備学級でありビクトリア州において、Foundation
またはPrep と呼ばれている（Department of Education, 
Victoria  2025a）。
準備学級から6年生までの初等教育と7年生から12年

生までの中等教育に大きく分けることができる。
学期は4学期制をとっている。表1はビクトリア州教育

省が公表している公立学校における 2025 年度の学期であ
る（Department of Education, Victoria  2025b）。

表 年度のビクトリア州の公立学校における学期

日本の義務教育学校のような公立一貫校もあるが、準備
学級（Prep） から12年生が在籍するP-12公立一貫校や
準備学級（Prep）から9年生が在籍するP-9公立一貫校が
ある。日本の義務教育学校は小学 年生の学齢の児童から
中学 年生の学齢生徒まで在籍するので準備学級を除けば、
P-9 公立一貫校と同等である。1.1 で述べた Mernda 
Central Collegeは、P-12公立一貫校である。 

College という名称は、ビクトリア州では日本の中学 1
年生の生徒から高校 3 年生の生徒が学ぶ学校や P-12 一貫
校で使われることがある。 

また、公立学校ではない学校は、カトリック学校
（Catholic school）と私立学校（Independent school）に
区別されている。

外国語教育政策

オーストラリアの外国語教育は、Languages Other 
Than English（英語以外の言語）と呼ばれLanguagesと
複数形で表されているように多言語教育を意味している。
一般的に、略して LOTE として使用されている。また、
LOTEと同じ意味でLanguagesと表現されることもある。
本稿では、引用文献でLOTE と同意でLanguagesと表記
されている箇所も以下、LOTEと記述する。
嶋津は、1980年代から1990年代にかけてのオーストラ

リアの外国語教育政策を大きく次の2種類に分類している。
一つは、多文化主義の観点からLOTE教育全体を推進しよ
うとした外国語教育政策である。その中で、1980年代入っ
てから移住者たちの言語を経済面で国益を増進するための
資源と見なす方向に転じたと述べている。もう一つは、経
済面で英国に依存していたが、英国のEC 加盟により経済
的依存が困難になりアジア太平洋国家の一員としての方向
を模索し、LOTE教育の中でアジアの言語を導入した外国
語教育政策である（嶋津 2012  p.2）。
升谷は、オーストラリアにおける白豪主義の継続が事実

上不可能な状況になり、多文化主義への転換と、移民・難
民を対象とした政策を展開してきたことを述べ、教育政策
が中心的な役割を果たしてきたことを指摘している（升谷
2023  p.28）。
ハグリーらは、オーストラリアにおいて外国語教育が国

益である以上に、学習者の総合教育のために重要不可欠な
ものと考えられていることを示した。その点からLOTE教
育と移民のための英語教育は、オーストラリアが国際社会
の一員として活躍するために極めて重要であると述べてい
る（ハグリーら2013  p.127）。
国際交流基金は、連邦政府の白豪主義の撤廃、アジア重

視の外交と多文化主義により、1980年代から1990年代に
かけてオーストラリアの中等教育段階で日本語の学習者が
増加したことを説明している。また、労働党政権によって
1994年に出された「オーストラリアの学校におけるアジア
語・アジア学習推進計画」により学習優先度の高いアジア
言語として、中国語、日本語、インドネシア語、韓国語の
4 言語を全国の初等教育に導入されたことに触れている
（国際交流基金 2024  p.2-3）。
これらのような過去の外国語教育政策の経過を経て、現

学期 期間
学期 月 日 ～ 月 日
学期 月 日 ～ 月 日
学期 月 日 ～ 月 日
学期 月 日 ～ 月 日

在のオーストラリアの初等教育における LOTE 教育はど
のようになっているのだろうか。ビクトリア州を例にとっ
て考えてみる。 

ビクトリア州は、毎年、教育省からLOTE教育の包括的
なデータを集め、言語教育の提供状況を分析した報告書を
公表してきた。このことからも言語教育を重要視している
ビクトリア州の姿勢を伺うことができる。2025年8月 31
日の時点において、最新の報告書は、2020年度のものであ
る（Victoria State Government Department of Education 
and Training  2021）。2021年度版以降は、公表されてい
ない。これは、新型コロナウイルスの影響で、対面授業が
できない期間があり、今までのような包括的なデータを取
ることができなかった可能性が考えられる。新型コロナウ
イルスの鎮静化に伴って、対面教育が通常となったため、
再び、この報告書の最新版が出されると推測される。確認
のためビクトリア州教育省に問い合わせたところ、2024年
度版を公表するため準備を進めていると回答があった。 

2020 年度の報告書によると公立の初等学校では、15 の
言語が教育されている（Victoria State Government 
Department of Education and Training  2021  p.35）。 

多く教育されている言語は、中国語、イタリア語、日本
語、インドネシア語、フランス語、オーストラリア手話、
スペイン語、ドイツ語の順であり、それらの学習者は、全
言語履修者の97.5%を占めている（表2）。 

このことから、現在においても多言語教育がしっかりと
定着していることが明らかである。さらに、中国語、日本
語、インドネシア語などのアジアの言語の履修者が多く、
環太平洋地域のアジア地域重視の方針は続いていると言え
る。

外国語教育のタイプ

ビクトリア州の公立初等学校における LOTE 教育は、
「独立した教科タイプ」「内容言語統合型学習タイプ」「バ
イリンガルプログラム」の三つに分類されている。表 は、
2020 年度に初等学校で実施されたタイプ別の履修者数で
ある。
ほとんどのLOTE教育は、日本と同じように独立した教

科として教えられている。ビクトリア州教育省は、目標言
語の教授と学習、および言語と文化の関連性の理解に重点

を置いていると説明している（Victoria State Government 
Department of Education and Training  2021  p.9）。

                

表 年度のビクトリア州公立初等学校に
おける の履修者の状況

（筆者が
から作成）

言語 総履修者数（人）
中国語

イタリア語
日本語

インドネシア語
フランス語

オーストラリア手話
スペイン語
ドイツ語

その他の 言語

 

表 年度のビクトリア州公立初等学校における
外国語教育タイプ別履修者数

（

から引用） 

 

言語 履修者数（人）
独立した教科タイプ

内容言語統合型学習タイプ
バイリンガルプログラム

 
内容言語統合型学習タイプは、Content and Language 

Integrated Learning（以下CLIL）として世界的に注目を
集めている学習形式である。白畑らは、CLIL が多言語社
会であるヨーロッパで生まれ、発展してきたことに触れ、
次のように定義している（白畑ら2019  p.42-43）。

授業で扱われる内容の学習と言葉の学習を統合した
学習。内容と言語に関する学びを統合させながら、
様々な学習スキルを身に付けさせることもねらいと
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している。

Victoria State Government Department of Education  
and Training は、CLILの定義に触れ、例として理科のよ
うな教科の知識を身につけながら、同時にイタリア語など
の目標言語を学び、使用することと説明している（Victoria 
State Government Department of Education and 
Training 2021 p.4 ）。
バイリンガルプログラムは、部分的なイマージョン教育

を提供し、週に450分以上、対象言語で授業が行われる環
境に学習者が浸る形で行われることと説明されている。ま
た、2020年度にバイリンガルプログラムを実施している初
等学校は、ビクトリア州に11校と報告されている。
（Victoria State Government Department of Education  
and Training  2021 p.57 ）。表4は、そのバイリンガル
プログラムを実施している初等学校を示している。

表 年度のビクトリア州公立初等学校における
バイリンガルプログラム実施小学校

（
から引用）

内容言語統合型学習タイプとバイリンガルプログラムで
学んでいる児童が極端に少ないのは、優れた指導力をもつ
教師の確保が、学校ごとに必要であり難しいからと推測さ
れる。特にバイリンガルプログラムを導入している学校で
の指導教員には、対象言語の非常に高い運用能力が求めら

れる。また、言語によっては、ネイティブスピーカーであ
り、ビクトリア州教員登録機構（Victorian Institute of 
Teaching）に登録されている教員である必要がある。ビク
トリア州内の公立初等学校において LOTE で日本語のバ
イリンガルプログラムを実施している学校は、2020年度に
は、Caulfield Primary School、Huntingdale Primary 
School、Gruyere Primary School の 3 校が報告されてい
る（Victoria State Government Department of Education 
and Training  2021  p.57）。しかし、Gruyere Primary 
Schoolは2021年ごろから児童数の減少による休校状態で
あることがビクトリア州公文書館（Public Record Office 
Victoria  2025）のウェブページで公表されている。現在
は、ウェブページで確認できる州都メルボルンにある
Huntingdale Primary SchoolとCaulfield Primary School
の2校のみと考えられる。 

上石は、Caulfield Primary School で調査を行い、 人
の日本人教員の授業を報告している。日本人のボランティ
アがいて、日本語でのコミュニケーション活動に積極的に
関わらせる重要な人材となっていると述べている。これだ
けの人的資源の充実をしなければならず、簡単には導入で
きないことが理解できる（上石2014 p.170）。 

外国語教育の導入や中止と授業時間数

ビクトリア州教育省は、私立を含む全ての学校に対して
LOTEを含む八つの学習分野（芸術、英語、保健体育、人
文科学、LOTE、数学、科学、テクノロジー）を教えるよ
うに要求している（Department of Education, Victoria  
2025c）。
要求しているということは、必修を意味する。ただし、

日本のように必修指導時間数の設定はされていない。ビク
トリア教育省下にあるビクトリア州カリキュラム評価機構
（Victorian Curriculum and Assessment Authority
2025）のウェブページでは、いかなる学習領域について
も授業時間を義務付けておらず、Prep（準備学年）から
Year 10（10年生）までの学校の指導と学習プログラムの
編成は、各学校の責任に任せられていることを明言してい
る。
どの言語をLOTEとして続けるのか、また言語を変更す

るのかも各学校で決定することができる。ビクトリア州教

言語 学校名
日本語 Caulfield Primary School 
日本語 Huntingdale Primary School 
日本語 Gruyere Primary School 
中国語 Abbotsford Primary School 

中国語とベトナム語 Richmond West Primary School 
ベトナム語 Footscray Primary School 

ドイツ語 Bayswater South Primary School 
オーストラリア手話 Aurora School 

イタリア語 Brunswick South Primary School 
フランス語 Camberwell Primary School 

ギリシャ語とマケドニア語 Lalor North Primary School 

育省のカリキュラム・教育実践の担当部署に問い合わせた
ところ、教育省ではどの言語を教えるかといった重要な決
定において、地域コミュニティの関与を得ること、そして
児童・生徒が外国語学習から得られる認知的、学習的、実
践的な利点についての理解をするように指導していると回
答があった。さらに、学校が考慮すべきこととして次の
点を求めている。

・ビクトリア州教員登録機構に登録されている教員の
確保

・どのタイプのプログラムを採択するか
・対面授業か対面とネットのブレンド型授業かなどの実
施方法

・全校実施か特定の学年実施、週当たりの授業回数など

この 点で最初に挙げられている登録教員の確保は、
LOTE 教育にとって極めて重要であると言える。また、
LOTEで同じ言語の教育を継続するのも、今あるLOTE教
育を中断し新しいLOTE教育を導入するのも、日本と違っ
て権限が大きい校長の判断が影響することは、筆者が2012
年8月に現地調査を実施した際、複数の教員から事実確認
をしている。 

LOTE についての授業時間もそれぞれの学校で決める
ことができるため、格差がある。ビクトリア州政府は、
年度の初等学校における LOTE の授業時間を報告してい
る（Victoria State Government Department of Education 
and Training 2021  p.38）。その中で、最も多い授業時間
が一週間に 31 分から 60 分実施している学校の で、
次に多いのが 30 分以下の 11.1%であった。ごく少数なが
ら91分から120分実施している学校数が0.95%、61分か
ら90分実施している学校数が0.7%と続く。数値にはバイ
リンガルプログラムを実施している学校を除いている。こ
れは、バイリンガルプログラムでは、LOTE以外の教科も
その対象言語を使用して授業を実施している特殊性に起因
すると考えられる。

を学ぶ利点や意義
ビクトリア州政府は、LOTEを学ぶ利点や意義について

多面的な観点を公言している。
ビクトリア州は、州におけるLOTE教育の在り方に関す

る施策の実施計画を策定した。これは、1999年から2010
年の間にビクトリア州内の初等学校での LOTE 教育の導
入が 88.7%から 69.4%に落ち込み、397 校が LOTE 教育
の廃止を実施した状況から、LOTE教育の重要性と教授法
を再活性化するための政策であった（State of Victoria, 
Department of Education and Early Childhood 2013 
p.3 ）。
この実施計画書名は、「言語 ― あなたの世界を拡げる

（Languages – expanding your world）」となっており
LOTEを学ぶ意義を表していると言える。なお、その中で、
LOTEを学ぶ利点や意義を具体的に七つ明言している（表
5）。

表 を学ぶ意義や目的
（筆者が

から翻訳）

前述の政策実施計画の外にも、何のためにLOTEを学ぶ
のか、その利点や意義を掲載している資料は、ビクトリア
州教育省のウェブサイトに三つ確認することができる。こ
のウェブサイトには、保護者、学校教職員、幼児教育・保
育分野の関係者、一般の人々に向けての政府の情報及び資
料を提供しており、上記の三つは政策・助言ライブラリー
の中に収められている（Department of Education, 
Victoria 2025d）。
この三つの資料は、「LOTEの促進」のページで「LOTE 

の学びにおける利点」として掲載されている。それぞれダ
ウンロードが可能である。三点すべてが、ファクトシート
として概要を A4 用紙一枚のコンテンツにまとめられてい
る。見る人にとって内容を理解しやすく、印刷して保護者
や関係者に配布することも可能であることは注目に値する。

LOTEを学ぶ意義や目的
・第一言語のリテラシーの発達
・問題解決能力の発達
・異文化理解の発達
・コミュニケーション能力の発達
・幅広い職業の選択の可能性
・オーストラリアの社会的結束の促進
・ビクトリア州の経済貢献
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している。
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さらに、LOTE教育を受ける立場の児童や生徒に配布す
ることさえできると考えられる。学ぶ側がその意義を明確
に理解し外国語を学ぶことは、受動的に学ばされている状
況と比べ良い結果を生じることが推測される。
図 に示す資料は、「どのようにLOTE が、子どもの脳

の働きを伸ばすのか（How languages can boost your 
child's brainpower）」（Department of Education, Victoria
2025d）である。この資料は、まさに、なぜLOTEを学ぶ
のか、具体的な引用はないが研究を元にと述べ、五つの可
能性（表6）を示して意義を提示している。 

一つ目の「脳の発達を刺激する」では、別の言を学ぶこ
とが脳の重要な部分の発達に役立つとともに、より創造的
に考える力や考えを結びつける力、問題を容易に解決する
力を養うことを挙げている。 

二つ目の「英語の運用力を大きく伸ばす」では、LOTE
で学ぶ言語の構造と公用語である英語の構造を比較したり、
対比したりする中で、英語の構造の理解を深め読むことの
力や書くことの力を高めることに触れている。 

三つ目の「記憶力、集中力、数学的能力を向上する」で
は、情報を順序立てて覚える力や集中したり関連づけたり
する能力を強めると説明している。 

四つ目の「学校での全般的な学業成績を向上する」では、 

別の言語を学ぶことは優れた長期的な学業成果と関連して
いることを述べている。また、世界で高い成果をあげてい
る国では子ども達に外国語を学ばせていることも記載して
いる。 

 五つ目の「異文化への尊重と理解を促す」では、別の言
語を学ぶことは、異文化への好奇心を刺激すると述べてい
る。また、学校内外の違った生活様式を受け入れ、協調と
相互尊重の姿勢を育むと述べている。さらに、別の言語を
学ぶことは、子どもたちの視野を広げ、学校内外における
調和と敬意の精神を促進すると説明されている。ビクトリ
ア州政府が多文化社会を重要視していることを理解できる。 

次に掲載されている資料は、「LOTEを学んで、夢に向か
って生きなさい。（Learn a language, live your dreams）」
（図2）」である。中等教育で外国語を学ぶ生徒を対象にキ
ャリア、文化、旅行に関する利点をまとめた資料である。
ここでは、その利点を四つ挙げている（表7）。 

一つ目の「履歴書を充実する」が最初に示されている。
中等教育の生徒を対象としているため、中等教育終了後の 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

図 どのように が、子どもの脳の働きを伸ばすのか
（ から引用）

図 外国語を学んで、夢を実現しよう
（ から引用）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進路にも履歴書が関係してくるので、最初に配置されて
いると考えられる。 

二つ目の「新しい体験への扉を開く」では、外国への訪
問時におけるLOTEの学びの利点を説明している。その土
地の言語を話すことで、観光客としてではなく、現地の日
常生活の一員となり友人や仕事を見つけやすくなったり、
文化のニュアンスも理解できたりすると説明している。 

三つ目の「脳の働きを高める」では、具体的な引用元は
掲載されていないが、研究に基づき別の言語を学ぶことは
別の言語には記憶力、集中力、創造力、問題解決能力の向
上に寄与することを挙げている。 

四つ目の「英語を向上する」では、別の言語を学ぶこと
は、単に新しい単語を暗記することにとどまらず、異なる
構造やしくみがあり、その言語の構造を英語と比較・対照
できることを説明している。このプロセスにより、英語へ
の理解が深まり、英語運用能力が著しく向上すると述べて
いる。 

  資料として三つ目に掲載されている資料は、「LOTE 教
育：質が重要（Teaching languages: quality counts）」（図
3）である。 

この資料は、指導教員や学校の管理職を対象にした資料
と考えられる。LOTEを学ぶことは、より良い思考力やコ
ミュニケーション力、グローバル人材に育てることになる
という文で始まっている。その効果の大きさは、LOTE教
育プログラムの質にかかっていると述べている。具体的な
質の充実として、指導計画、評価、言語と文化の学習、ネ
イティブスピーカーとの言語を使う機会、定期的で継続的
な授業時間、資格を持つLOTE教員、内容言語統合型学習
を挙げている。 

これらに加えて、LOTE 学習の意義を教職員、子ども、
保護者、地域社会に周知し、共有することの重要性を含め
ている。ビクトリア州政府のLOTE教育の意義を周知する
ことのイニシアチブが存在すると考えられる。

日本の小学校外国語教育政策への示唆

文部科学省は、外国語を学ぶ意義に関連した記述を中学
年の外国語活動の導入の趣旨と高学年の外国語科導入の趣
旨の箇所で以下のように記述している。

グローバル化が急速に進展する中で，外国語による

・脳の発達を刺激する
・英語の運用力を大きく伸ばす
・記憶力、集中力、数学的能力を向上する
・学校での全般的な学業成績を向上する
・異文化への尊重と理解を促す

・履歴書を充実する
・新しい体験への扉を開く
・脳の働きを高める
・英語力を伸ばす
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コミュニケーション能力は，これまでのように一部
の業種や職種だけでなく，生涯にわたる様々な場面
で必要とされることが想定され，その能力の向上が
課題となっている（文部科学省 2018  p.6、 p.62）。

日本における外国語を学ぶ意義は、オーストラリアのビ
クトリア州政府に比べて包括的な表現である。
外国語が生活言語として社会で使われていない日本の場

合は、指導者や保護者が外国語を学ぶ意義をしっかりと認
識することが重要であると考える。
さらに、学ぶ主体である児童が、外国語を学ぶ意義を認

識できることは特に肝要である。外国語が必修の領域や教
科であるために、外国語を学ばされていると感じている児
童がいることも推測される。主体的に外国語を使って他者
とコミュニケーションを図る素地や基礎となる資質・能力
を獲得できるようになるためには、オーストラリアのビク
トリア州政府のように児童がその意義を認識できるような
分かりやすい資料提供が日本でも可能であると考える。ま
た、指導者や保護者にも外国語を学ぶ意義や利点について
の分かりやすい資料提供も必要であると考える。
オーストラリアのビクトリア州政府が公表している

LOTE を学ぶ意義や利点の内容をそのまま日本に適応す
ることは避けるべきである。しかし、その内容が日本の児
童にも当てはまるのかを科学的に検証することは可能であ
る。特に、外国語を学ぶことが、日本語の能力の向上に関
連するのか、記憶力、集中力、数学的能力等の向上に関連
するのかなどは科学的な検証が必要な内容である。科学研
究費助成事業などで大規模な研究が考えられる。
もちろん学習指導要領が定める目標である外国語による

聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動を通
してコミュニケーションを図る素地や基礎となる資質・能
力を育成することが基本となることには変わりがない。そ
のためには、外国語を使用する目的、場面、状況をしっか
りと設定し、児童が主体的に学べるように指導することか
ら逸脱しないことは原則である。
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養護教諭による養護実習の指導経験過程に関する省察  
―インタビュー調査に基づく質的検討―  

Experiences and Learning of School Nurses Who Supervised Practical 
Trainings：A Qualitative Study Based on Interviews  

 
鶴岡 尚子※1 原 康行 

※1 東京医療保健大学和歌山看護学部 
 

養護実習を指導した養護教諭へのインタビューを通じて、実習指導における経験と省

察を質的に分析した。分析の結果、13 のサブカテゴリーと６つのカテゴリーが生成され

た。協力者は実習を通して自己の専門性を再確認し、実践の省察や次世代育成への責任意

識を深めていた。実習指導には負担を伴う一方で、実習生の成長や他者からの反応が達成

感につながり、専門職としての自覚や組織的連携の重要性を再認識する契機となってい

た。 

キーワード：養護教諭、実習指導、省察的実践、専門性、次世代育成  

 
 

1 はじめに 

近年、子どもたちを取り巻く健康課題が多様化・複雑化
する中で、学校保健活動の中心的な担い手である養護教諭
には、単なる健康管理にとどまらない多様で専門的な対応
が求められている（中央教育審議会 2008）。その育成には
現場での経験が不可欠であり、大学での学びと教育現場で
の実践が融合する養護実習は、その中核を担う重要な機会
とされている（大谷 2015）。 
これまでの教育実習に関する研究では、主として養護教

諭以外の担任教員を対象とし、実習生の意識の変容や能力
の形成など、実習生側の学びに焦点が当てられてきた（三
島 2009；姫野 2010；川田 2024など）。養護実習にお
いても同様に、児童生徒とのかかわりや実践経験を通して
得られる気づき、自己の課題の明確化など、実習生の成長
に関する知見が蓄積されている（仁王 2012；齋藤他 
2018；浅田他 2024など）。 
一方で、こうした実習生の学びを支える立場にある指導

教員、すなわち実習を受け入れ、指導を担う養護教諭自身

の経験や、実習指導を通じて得られる学びに着目した研究
は少ない。教育実習は、実習生だけでなく指導者にとって
も、自己の実践を見直し、他者との対話を通して専門性を
再構築する機会となり得ることが、近年の教育実習研究に
おいて指摘されている（阿部他 2021；坂本他 2024；浅
井他 2025）。教育が本質的に相互的な営みであると捉え
るならば、こうした省察的な学びは自然な結果ともいえる。
養護教諭にとって実習指導は、通常業務に加えて指導・評
価・連携などを要する負担の大きな業務である。しかし、
その一方で、専門性の再確認や職業的意義の再認識といっ
た肯定的側面をもつ可能性もある。こうした背景を踏まえ、
本研究では、養護実習の指導を経験した養護教諭へのイン
タビューを通して、養護教諭がどのような背景や思いを抱
いて実習に臨み、実習指導の中で何を経験し、どのように
省察したのかを記述的に明らかにすることを目的とする。
本研究は、実習指導を担う養護教諭に焦点を当てることで、
養護実習が指導教員にとっても意味のある営みであること
を示し、今後の養護実習のさらなる質的向上に資する基盤
的知見を提供することを目指す。 
 


